
令
和
３
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
工
夫
等
は
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

市
長
室
長　

姉
妹
都
市
中
高
校

生
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
度
は
派
遣
の
代
替
企
画
と
し
て

体
験
型
英
語
学
習
施
設
で
の
海
外

旅
行
や
外
国
生
活
体
験
、
ス
マ
ー

ナ
市
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交

流
体
験
ツ
ア
ー
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
様
々
な
工

夫
に
よ
り
、
生
き
た
英
語
に
触
れ

る
機
会
や
ス
マ
ー
ナ
市
の
生
徒
と

交
流
す
る
機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。

健
康
部
長　

休
日
急
患
セ
ン
タ

ー
の
運
営
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
受
診
控
え
等
に
よ
り
診
療
報
酬

が
減
少
す
る
状
況
で
し
た
が
、
綾

瀬
市
及
び
海
老
名
市
と
協
力
し
、

休
日
急
患
運
営
事
業
費
を
増
額
す

る
こ
と
で
同
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

維
持
し
、
休
日
や
急
患
に
お
け
る

医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
ま
し
た
。

福
祉
部
長　

新
た
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
金
支
給
事
業
と
非
課
税

世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
も
継
続
し
て
通
知
を

発
送
し
て
お
り
、
制
度
の
周
知
及

び
申
請
の
負
担
軽
減
を
図
る
な

ど
、
必
要
な
方
へ
の
支
援
が
で
き

た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
未
来
部
長　

市
内
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
た
利
用
者
支
援
事
業（
基
本
型
）

に
よ
る
相
談
会
を
新
た
に
イ
オ
ン

モ
ー
ル
座
間
の
赤
ち
ゃ
ん
休
憩
室

で
５
回
実
施
し
ま
し
た
。
同
相
談

会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
や
相
談
だ
け
で
な

く
、
市
内
の
同
セ
ン
タ
ー
へ
初
め

て
行
く
こ
と
に
抵
抗
を
持
っ
た
方

が
ス
タ
ッ
フ
と
顔
見
知
り
に
な
り
、

安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

教
育
長　

学
校
保
健
特
別
対
策

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
、
学
校

長
の
裁
量
で
迅
速
か
つ
柔
軟
に
保

健
衛
生
用
品
等
を
購
入
で
き
る
よ

う
予
算
措
置
し
、
学
校
に
お
け
る

感
染
拡
大
リ
ス
ク
を
低
減
し
ま
し

た
。
や
む
を
得
ず
登
校
で
き
な
い

児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

当
該
児
童
・
生
徒
に
適
し
た
学
習

支
援
を
相
談
し
た
上
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
対
応
を
含
め
た
学
習
支

援
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
保
護
者
連

絡
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
、
欠

席
等
の
連
絡
を
円
滑
に
し
て
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
と
同
時
に
学
校

の
業
務
改
善
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

本
会
議
の
概
要

▽
８
月
24
日　

開
会
、会
期
決
定
、

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明

▽
８
月
29
日　

総
括
質
疑
・
委
員

会
付
託
、
請
願
及
び
陳
情
上
程
・

委
員
会
付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑

▽
８
月
31
日　

一
般
質
問

▽
９
月
１
日　

一
般
質
問

▽
９
月
２
日　

一
般
質
問
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託

▽
９
月
28
日　

動
議
・
質
疑
・
討

論
・
採
決
、
委
員
会
審
査
報
告
･

質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審
査

案
件
上
程
、
第
五
次
座
間
市
総
合

計
画
特
別
委
員
会
中
間
報
告
・
質

疑
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・

採
決
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
議
員

提
出
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・（
質

疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）省
略
・

採
決
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・

討
論
）
省
略
・
採
決
、
正
副
議
長

の
選
挙
、
常
任
委
員
会
委
員
・
議

会
運
営
委
員
会
委
員
・
特
別
委
員

会
委
員
の
選
任
、
高
座
清
掃
施
設

組
合
議
会
議
員
・
広
域
大
和
斎
場

組
合
議
会
議
員
の
選
挙
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・（
質
疑
・
委
員

会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、

議
員
派
遣
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、
討

総
括
質
疑

会
派
の
構
成
人
数
に
よ
り
文
字
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
事
業
執
行
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の

工
夫
等
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か

�　

自
民
党
・
い
さ
ま
（
内
藤　

幸
男�

議
員
）

座
間
市
立
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

�

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
長
瀨　

未
紗�

議
員
）

小
田
急
相
模
原
駅
前
の
再
開
発
に
関
係
す
る

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
設
計
に
つ
い
て

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
沖
永　

明
久�

議
員
）

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
　

�

設
計
業
者
へ
の
注
文
点
は
？

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
安
海　

の
ぞ
み�

議
員
）

国
際
親
善
大
使�

参
加
者
負
担
は
妥
当
な
の
か

�　
　

日
本
共
産
党
（
星
野　

久
美
子�

議
員
）

主
た
る
事
業
の
政
策
的
な
取
組
に
つ
い
て
の

評
価
を
問
う�

　
　

ざ
ま
大
志
会
（
沖
本　

浩
二�

議
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

長
期
化
で
影
響
を
受
け
る
事
業
者
支
援
に
つ
い
て
問
う

�　
　

座
間
市
公
明
党
（
安
田　

早
苗�

議
員
）

　傍聴される方に、審議している
内容等をご確認いただけるように
議案書の貸し出しを行っています。
　数に限りがありますが、希望さ
れる方は、傍聴受付時に係員にお
申し付けください。

議案書の貸し出し
について

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
事

業
者
を
支
え
、
市
民
生
活
を
守
る

た
め
に
講
じ
て
き
た
支
援
策
と
事

業
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
市
税
収
入
が
減
少
す
る
中
、

実
質
収
支
額
は
前
年
度
比
約
４
億

５
４
０
０
万
円
の
増
と
な
り
、
財

政
調
整
基
金
残
高
は
過
去
最
高
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度

決
算
の
評
価
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
考
え
た
令
和
３

年
度
当
初
予
算
編
成
を
行
う
中
で
、

市
内
中
小
企
業
へ
の
支
援
が
さ
ら

に
必
要
と
判
断
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
設
備
導
入

等
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
初
見
込
み
よ
り
申
請
が
多
く
、

補
正
対
応
す
る
ほ
ど
反
響
が
あ
り
、

感
染
症
対
策
を
行
う
上
で
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
も
一
定
の
実
質
収
支

額
が
確
保
で
き
た
の
は
、
日
頃
か

ら
の
歳
入
確
保
の
意
識
や
執
行
管

理
を
徹
底
し
た
成
果
と
考
え
て
い

ま
す
。
同
感
染
症
に
よ
る
影
響
は

先
行
き
が
不
透
明
で
す
が
、
今
後

も
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
決
算
に
当
た
り
、

主
た
る
事
業
の
政
策
的
な
取
組
や

市
長
が
積
極
的
に
進
め
て
い
こ
う

と
し
た
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
、

そ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
、
総
括
的
に
伺
い
ま

す
。市

長　

令
和
３
年
度
当
初
予
算

編
成
で
示
し
ま
し
た
主
た
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
厳

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
３
件
の
市
民
提
案
事
業
を

実
施
し
た
市
制
施
行
50
周
年
記
念

市
民
提
案
事
業
や
座
間
市
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
情
報
の
公
開
型
Ｇ

Ｉ
Ｓ
「
座
間
市
わ
が
街
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
」
へ
の
反
映
と
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
公
開
、
市
民
の
環
境
意

識
へ
の
高
ま
り
か
ら
補
正
予
算
で

対
応
し
た
生
ご
み
減
量
化
推
進
事

業
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
を

計
画
ど
お
り
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
職
員
の
皆
様
方
が
そ

れ
ぞ
れ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
対
策
な
ど
に
取
り
組

み
な
が
ら
も
、
で
き
る
限
り
事
業

の
実
施
に
向
け
た
創
意
工
夫
を
し

て
き
た
た
ま
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
改
め
て
感
謝
を
し
て
い

ま
す
。

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
室
長　

英
語
宿
泊
体
験
の

自
己
負
担
額
は
１
万
５
千
円
で
す
。

国
際
親
善
大
使
の
募
集
要
領
で
は
、

派
遣
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１

を
参
加
者
が
負
担
す
る
と
し
て
お

り
、
自
己
負
担
で
き
な
い
場
合
の

対
応
策
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

国
際
交
流
事
業
費
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
ス
マ
ー
ナ
市
へ
国
際
親
善

大
使
を
派
遣
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

代
わ
り
に
行
っ
た
国
内
で
の
英
語

宿
泊
体
験
に
参
加
す
る
費
用
の
自

己
負
担
額
と
、
家
庭
の
事
情
に
よ

り
自
己
負
担
額
が
出
せ
な
い
場
合

福
祉
部
長　

同
セ
ン
タ
ー
設
置

の
趣
旨
を
理
解
し
、
施
設
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
満
た

す
こ
と
に
加
え
て
、
障
が
い
特
性

委
託
で
は
な
く
指
定
管
理
に
し

た
理
由
と
優
位
性
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
、
管
理
運
営
を
包
括
的
に

６
年
間
、
毎
年
設
計
変
更
が
繰

り
返
さ
れ
、
設
計
委
託
料
は
総
額

約
７
７
０
０
万
円
に
及
ぶ
が
、
事

業
執
行
は
妥
当
だ
っ
た
の
か
伺
う
。

を
踏
ま
え
、
環
境
や
安
全
面
に
配

慮
し
た
設
計
を
行
う
こ
と
、
医
療

的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

非
常
用
電
源
の
確
保
な
ど
で
す
。

行
え
る
こ
と
や
、
民
間
業
者
の
専

門
的
な
技
術
、
知
識
を
活
用
す
る

こ
と
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

都
市
部
長　

前
例
の
な
い
複
雑

な
課
題
解
決
へ
の
調
整
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
や
む
を
得
な
い
プ

ロ
セ
ス
だ
っ
た
と
思
慮
し
ま
す
。

そ
の
用
途
と
し
た
こ
と
へ
の
優
先

性
や
妥
当
性
に
疑
問
が
残
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
当
該
年
度
の
一
般
会
計

決
算
に
反
対
し
ま
す
。

議案書
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